
 

    

                 

 

ボランティア活動の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 ＮＰＯ法人地球緑化センターでは市民参加の森林

づくり活動として、赤沢自然休養林に｢ふれあいの森｣

を設定して、ボランティアによる長期の森づくりを目

指して活動しています。 

 今年も６月に続き７月９日～１０日と２日間にわた

り間伐を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当ふれあいセンターでは、管轄の木曽森林管理署と

協力して作業用具の貸し出しと技術指導など支援しま

した。梅雨の晴れ間の蒸し暑い時期にもかかわらず、

都会からの参加者は時折吹く沢風に涼を感じながら作

業に汗を流しました。 

 

 

                            

 愛知県立阿久比高校は夏休みの期間中に全校生徒

で、サマーボランティア活動をしています。今年も８

月９日に引率教師４名を含む男女３５名が王滝村長野

県部地震災害復旧地のボランティアによる森林再生を

目的に設定された｢国民の森｣で、混み合ったヤマハン

ノキ、ヒノキなどの間伐を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝７時に阿久比町役場を出発した一行は疲れた様子

も見せず現地に着き昼食を取ったのち、木曽署の治山

課長の概要説明を受け作業に取りかかりました。当ふ

れあいセンターでは所長はじめ２人の職員が、安全に

作業できるよう技術指導を行いました。 
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樹齢 300 年の森林づくり 

作業前の入念な準備運動 

治山課長の概要説明 

高校生の森林ボランティア 

ふれあいセンター職員の技術指導 

息
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昨年に続き２回目という生徒もいましたが、殆どの

生徒が始めての体験で、ノコギリを使う作業にもかか

わらず｢自然の中での作業は楽しい｣との感想が聞かれ

ました。 

 

 

 

 

中央アルプス木曽駒ヶ岳周辺では、過去の登山者の

入り込み増加が誘因と考えられる踏み荒らし等によ

って、高山植物の荒廃が進行しており、加えて大量の

降雨、降雪による砂礫の移動や強風が植生の荒廃に拍

車をかけています。 

このような植生の衰退を食い止めるため、植生マッ

ト敷設による植生復元作業を、ボランティアをはじめ

総勢３６名で実施しました。 

今年度のマットの敷

設面積は新規・補修合わ

せて１６５ｍ２で、天狗

荘北西と駒ケ岳八合目

(伊那前岳方面)付近で

行いました。 

本作業は１７年度

を皮切りに１､２４５

ｍ２が実行されてき

ました。 

高山帯環境下で、厳

しい生育環境であることから結果が出るまでに時間

がかかり、現地の一進一退の状況に一喜一憂していま

す。現在までの取組みにより砂礫の移動が止まり、植

生の復元が、見られるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受け口は出来た、次は追い口だ 

ボランティアによる木曽駒ヶ岳 

植生復元事業

今回実行前 

H17 年実行地の復元状況 

実行後 

実行中 



一
坪
分
四
束
の
柿
板
製
品 

網
代
編
み
製
品
の
衝
立 

 

 

 

 

 

 

 

児童・生徒に森林・林業について理解を深めてもら

う目的で、教職員自ら森林を歩き林業を体験する研修

会を８月２日木曽森林管理署南木曽支署管内の阿寺国

有林で実施しました。 

当日は、木曽出身の教員ＯＢで植物に詳しい、楯先

生に案内をお願いし阿寺渓谷の植物を観察しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植物観察に続き間伐跡地に移動して、所長から間伐

の必要性と効果について説明を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後は大桑村で神社仏閣等文化財の柿
こけら

板等屋根葺

き材を専門に製作している工場と、上松町でネズコ材

を薄く剥ぎ壁板や天井板を編む網代
あ じ ろ

工房を見学しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木曽で生産されるサワラ・ネズコ等の天然材が職人

の技術を育み、歴史的建造物の維持修復に貢献してい

ることを参加者一同再認識し、職人の手さばきに見と

れていました。 

柿板
こけらいた

の製作 

普及の取組み 

教職員を対象とした森林・林業 

体験学習研修会

多くの植物を確認 

所長による間伐効果の説明 

神業の剥ぎ作業 



講習会の様子 

鎌研ぎの基本は先ず固定から 

 

 

 

 

 

木曽川の恩恵を受けている愛知県みよし市は、平成

１２年１月に木曽川の水源地となる木曽町三岳、御岳

黒沢国有林８４１林班の一部を｢友好の森｣として取得

し、市民がツアーを組んで森林整備に訪れ、水源地域

と交流をしています。 

今年も７月３０日に、市民や親子連れが２１名、木

曽町からはみどりの少年団１３名、大人１０名が参加

し、関係者を含めて総勢７５名で、間伐体験に汗を流

し、森林教室に耳を傾け、樹木を計るネイチャーゲー

ムをチームで楽しみ、交流を図りました。当センター

は木曽森林管理署職員とともに間伐体験の指導者や森

林教室の講師を担当して支援をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

７５名が交流            真剣に間伐体験 

 

 

 

 木曽地域のみどりの少年団が一堂に会し、自然の

中で交流を深める木曽地区みどりの少年団交流集会が

８月１日県木曽地方事務所の主催で開催され、当ふれ

あいセンターも支援として参加しました。この交流会

は木曽地域の町村で毎年実施されているもので、今年

は南木曽町の天白公園周辺を会場に１３団体２００名

の団員が参加してウォークラリーや竹細工をして交流

を深めま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県シルバー人材センター連合会では高齢者の方

が、森林保全の基礎的な知識と技能を習得することに

より、有利な条件で雇用・就業に繋がるための講習会

を実施しています。 

今年度は全課程１０日間の予定で、９月２１日から

林業や森林保全についてそれぞれの専門の知識を有す

る講師により講習会が開催されました。 

 

 

９月２６日は当ふれあいセンターで森林保全作業に

おける安全確保として｢掛かり木の処理とハチ対策等｣

について２６名の受講者が講習を受けました。午後は

ナタ・カマ等刃物の研ぎ方を教わり、後日の除伐実習

に備えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講習は林業の歴史、森林の育て方、林業機械や道具

の使用・手入れ、安全衛生教育など幅広い分野にわた

り行われることから、一層の森林整備が進むことが期

待されます。 

 

 

みどりの少年団交流会支援 

支援・連携の取組 

みよし市友好の森 

ふれあいツアー支援 

長野県シルバー人材センター主催 

シニアワークプログラム講習会支援


